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議案・請願書・意見書に対する態度 
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介護保険条例等の一部を改正する条例の制定について

（介護保険料を引き上げる条例案） 
● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

議 

 

  

長 

工場誘致に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて（企業への奨励金交付を５年間延長する条例案） 
● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

年金のマクロ経済スライド発動中止を求める意見書 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

合意なき農協改革の中止を求める意見書 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

健
康
寿
命
を
目
的
と
し
た
、
健
康
の
増

進
と
予
防
推
進
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。 

「
第
２
次
健
康
り
っ
と
う
２
１
」
で
は
、

平
成
26
年
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
、
６
つ
の
領
域
ご
と
に
個
人
・
家
族
、

関
係
団
体
、
学
校
・
園
、
行
政
が
目
標
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
Ｈ

26
年
度
は
、
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し
た

喫
煙
防
止
教
室
や
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
を
実
施
し
た
。 

周
辺
市
で
は
Ｈ
27
年
度
末
で
同
和
に
関
す
る

個
人
施
策
は
全
て
廃
止
と
な
る
。
本
市
も
同
様
に

廃
止
さ
れ
た
い
。 

一
般
施
策
へ
の
移
行
も
含
め
終
結
に
向
け
て
検

討
し
、
Ｈ
27
年
度
の
早
期
に
結
論
を
出
し
た
い
。 

 

Ｈ
27
年
度
以
降
、『
後
継
プ
ラ
ン
』
に
は
２
億
８

８
０
０
万
円
、
企
業
へ
の
交
付
金
と
し
て
９
億
４
５

０
０
万
円
が
使
わ
れ
る
。
財
政
健
全
化
の
途
上
で
あ

り
、
開
発
事
業
や
企
業
誘
致
へ
の
出
費
は
も
う
少
し

謹
む
べ
き
で
は
な
い
か
。 

今
後
の
運
営
の
中
で
企
業
誘
致
の
税
収
効
果
も

加
味
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
は
、
憲
法
９
条

違
反
で
あ
り
、
日
本
の
国
を
守
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。 

 

国
の
防
衛
政
策
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

市
長
が
こ
の
場
で
見
解
を
申
し
述
べ
る
立

場
に
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
、
正
規
保
育
士
を
増

や
し
雇
用
と
保
育
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
市
の
見
解
は
。 

Ｈ
27
年
度
は
正
規
保
育
士
を
２
名
増
員
し
た
。

さ
ら
に
臨
時
保
育
士
の
待
遇
を
改
善
し
、
募
集
を
継

続
し
て
確
保
に
努
め
る
。 

ク
ラ
ス
担
任
保
育
士
は
、
臨
時
で
は
な
く
正
規
で

雇
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

業
務
量
調
査
を
実
施
す
る
中
で
、
適
正
か
ど
う
か

判
断
し
て
い
き
た
い
。 

中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
市
民
の

方
か
ら
要
望
が
あ
り
、
追
加
も
含
め
１
０
，

８
７
８
筆
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

署
名
に
つ
い
て
は
重
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
中
学
校
給
食
の
要
否
を
判
断
す
る

ひ
と
つ
の
材
料
に
す
る
。
長
期
的
な
財
政
状

況
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。 

栗
東
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）
に
お
い

て
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
事
業
増
設
や
増
員
計

画
は
さ
れ
て
い
な
い
。
同
行
援
護
支
援
で
移

動
す
る
場
合
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
公
共
交
通
の

便
も
悪
く
、
家
庭
の
負
担
と
な
り
大
変
で
あ

る
。
視
覚
障
が
い
者
と
家
族
の
生
活
支
援
の

充
実
の
た
め
に
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
増

員
が
必
要
で
あ
る
。 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
事
業
所
指
定
を
行

っ
て
い
る
滋
賀
県
南
部
健
康
福
祉
部
事
務

所
に
、
利
用
者
の
利
便
性
が
上
が
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。
市
内
在
住
者
が
利
用
で
き
る

湖
南
圏
域
の
同
行
援
護
事
業
所
は
少
し
ず

つ
増
え
て
き
て
い
る
。 

大
津
市
は
協
会
け
ん
ぽ
滋
賀
支
部
と
協

定
を
締
結
し
、
連
携
・
協
力
し
て
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。 

 

協
会
け
ん
ぽ
を
は
じ
め
、
各
保
険
者
と

の
情
報
交
換
な
ど
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 
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『
中
学
校
給
食
を
実
現
さ
せ
る
会
』（
代
表
：
本
田
慧
さ
ん
）
か
ら
、
Ｈ
30

年
度
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
合
わ
せ
て
中
学
校
給
食
の
実
施

を
求
め
る
請
願
書
が
、
１
０
３
７
５
筆
の
署
名
を
添
え
て
、
12
月
議
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
議
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
署
名
は
増
え
、
１
０
８
７
８
筆
と
な
り
ま
し
た
。 

３
月
議
会
の
最
終
日
（
24
日
）
、
採
決
の
結
果
、
本
請
願
は
全
会
一
致
で
「
趣

旨
採
択
」
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
は
「
Ｈ
27
年
５
月
末
ま
で
に
、

葉
山
中
学
校
に
お
い
て
、
中
学
校
給
食

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
」
と
し

て
、
新
年
度
予
算
に
３
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
現
在
小
学
生

が
食
べ
て
い
る
給
食
と
同
じ
献
立
の

給
食
を
、
中
学
２
・
３
年
生
に
一
週
間

食
べ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当

然
給
食
の
準
備
・
配
膳
も
行
う
た
め
、

配
膳
室
の
整
備
等
に
か
か
る
費
用
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

議
会
で
は
「
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の

検
討
委
員
会
の
結
論
が
出
て
い
な
い

現
時
点
で
、
採
択
か
不
採
択
か
の
判

断
が
難
し
い
」「
マ
ン
モ
ス
化
し
た
中

学
校
で
給
食
の
配
膳
室
等
を
整
備
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
か
、
生
徒
増

が
続
く
中
で
Ｈ
30
年
度
ま
で
に
整

備
で
き
る
の
か
、
疑
問
で
あ
る
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
中
学
校
給
食
の
実
現
と
い
う
願
意

は
理
解
で
き
る
」「
新
セ
ン
タ
ー
は
、

小
学
校
給
食
の
み
調
理
可
能
な
も
の

で
は
な
く
、
中
学
校
給
食
も
視
野
に

入
れ
た
施
設
で
あ
る
べ
き
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
、
請
願
書
は
趣
旨
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

市
は
「
中
学
生
の
様
子
を
見
た
り
、

残
食
の
調
査
、
保
護
者
や
生
徒
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
中
学
校
給

食
に
対
す
る
意
見
を
聞
い
て
、
実
施

の
要
否
を
決
め
る
参
考
と
し
た
い
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
最
終
的
な
結
論

は
６
月
頃
に
出
す
と
し
て
い
ま
す
。 

Ｈ
27
年
度
予
算
で
は
、
就
学
前

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。
就
学
前
の
通
院

費
に
１
診
療
500
円
（
１
か
月
）
の

自
己
負
担
が
必
要
で
し
た
が
、
10

月
１
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
自
己
負
担
が
２
０

０
０
円
と
県
内
で
一
番
高
く
、
引

き
下
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
10
月
か
ら

１
３
０
０
円
（
草
津
市
と
同
額
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
介
護

保
険
料
は
、
14
・
１
％
（
標
準
額

で
年
間
８
２
８
０
円
）
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
幅
は
所
得

が
高
い
人
ほ
ど
高
く
な
る
よ
う

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

８
月
か
ら
一
定
の
所
得
が
あ
る

人
を
対
象
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
が
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

Ｈ26年度末で『新・集中改革プラン』等の財政健全化に向けてのプランを終え、Ｈ27年度からはその

検証に入ります。これまで削減続きであった市民福祉が、ようやく充実の方向に向かうとの期待が寄せ

られています。Ｈ27 年度予算では、子どもの医療費助成の拡充や高齢者インフルエンザ接種にかかる自

己負担の軽減など市民への負担軽減が盛り込まれるいっぽうで、介護保険料や利用料が大幅に引き上げ

られるなど、暮らしを直撃する内容も含まれています。 

 

消
費
税
の
増
税
な
ど
で
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
大
変
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
開
発
優
先
・
企
業
優
遇
型
の
市
政

運
営
を
あ
ら
た
め
、
も
っ
と
福
祉
の

向
上
に
重
点
に
置
い
た
市
政
運
営
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
は
Ｈ

26
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
な
る
企

業
へ
の
誘
致
奨
励
金
交
付
制
度
を
、

さ
ら
に
５
年
間
延
長
し
、
市
長
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致
を

市
政
運
営
の
重
点
施
策
に
位
置
づ
け

ま
し
た
。 

 

Ｈ
27
年
度
以
降
リ
チ
ウ
ム
エ
ナ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
・
㈱
手
原
産
業
倉
庫
・
㈱

イ
シ
ダ
の
３
社
に
、
合
計
で
８
億
９
１

０
０
万
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

５
企
業
を
目
標
に
、
奨
励
金
制
度
を
活

用
し
て
企
業
立
地
を
進
め
る
と
し
て

お
り
、
企
業
誘
致
や
開
発
に
多
額
の
税

金
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

地
方
自
治
体
の
本
旨
は
福
祉
の
増

進
で
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
力

の
あ
る
企
業
へ
の
誘
致
奨
励
金
制
度

は
廃
止
し
、
福
祉
や
暮
ら
し
守
る
こ
と

を
重
点
に
置
い
た
市
政
運
営
に
転
換

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 


